
　さまざまな社会課題とリンテックグループの事業活動、さらにステークホルダーを結び付けて、マテリアリティ
（重要課題）を特定し、その評価指標（KPI）も定めています。事業活動の進捗を都度評価しながら社会情勢の変化
なども加味し、必要に応じてそれらを見直し、変更し継続的に取り組むことで、サステナブルな社会の実現に貢献
していきます。

　リンテックグループの考えるバリューチェーンとステークホルダーとの関連は下図の通りです。

ガバナンス

● コーポレート
ガバナンスの強化

● 企業の透明性
● 取締役会の実効性

● 人権
● 情報開示
● 働き方改革

社会

● 脱炭素社会の実現
● 循環型社会の実現
● PRTR法への対応
● 生物多様性の保全
● 水資源

環境

社会課題 事業活動

電子・光学関連
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社 是

至誠と創造

リンテックグループの社会課題解決ストーリー

お客様

お取引先

地域社会

従業員

株主・投資家

製 造研究開発 物 流
研究開発本部を
中心に社会に貢献する
革新的新製品の創出

国内外で生産効率の
向上と環境負荷低減、
新製品の量産化を推進

モーダルシフト＊による
環境負荷低減や
製品の安定供給を実現

原材料調達 販売・使用 廃棄・リサイクル
お取引先との
共存共栄を目指し、
CSR調達を推進

お客様に満足いただける
高品質な“ものづくり”による
安心と信頼の提供

廃棄物の削減と
有効利用の促進

＊ モーダルシフト ： 旅客や貨物の幹線輸送を、大量輸送が可能な鉄道や船舶輸送に切り替えること
で、CO₂排出量削減を図る取り組み。
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「サステナブルな社会の実現」「サステナブルな社会の実現」

マテリアリティ
（重要課題）

評価指標
（KPI）

事
業
全
体

●  開発品売上比率
　（20%、2030年）
●  特許出願・保有特許件数

事業面での貢献

環
境

●  CO₂排出量削減
●  埋立比率
●  原材料取引先
　アンケート回答率

持続可能な
地球環境への貢献

ガ
バ
ナ
ン
ス

●  取締役会出席率
●  監査等委員会出席率
●  リーガルニュースの定期発行

グループ全体の
ガバナンスの推進

●  ハラスメント相談件数
●  労働災害度数率
●  労働災害強度率
●  女性従業員比率
●  男性の育児休業取得率

●  CSR調査の対応数
●  品質事故件数比率

●  見学受入件数

人権の尊重

バリューチェーン
マネジメントの向上

ステークホルダーとの
コミュニケーション強化

社
会

● 国内外の展示会
● お問い合わせ窓口 など

● 工場見学
● 社会貢献活動 など

● コミュニケーションマガジン
● イントラネット など

● アンケート など● 株主総会
● IRミーティング
● IRツール など

株主・
投資家

お客様

お取引先

地域社会従業員

お客様

お取引先

地域社会

従業員

株主・投資家

製 造研究開発 物 流
研究開発本部を
中心に社会に貢献する
革新的新製品の創出

国内外で生産効率の
向上と環境負荷低減、
新製品の量産化を推進

モーダルシフト＊による
環境負荷低減や
製品の安定供給を実現

原材料調達 販売・使用 廃棄・リサイクル
お取引先との
共存共栄を目指し、
CSR調達を推進

お客様に満足いただける
高品質な“ものづくり”による
安心と信頼の提供

廃棄物の削減と
有効利用の促進

リンテック
グループ
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